


































































している（飯島 1930 : 79）。また，1922年生まれの宗教学者である宮崎忍勝
は，少年時代に「不思議な法力をもった恐ろしい人」や不就労者や何らかの病





うになったのである」（渡部 1975 : 4）という語りが見られる。
このような語りは「遺骨は抱いていなくても心を暗くするような境遇にいる
者が多い」（宮本 1975 : 34）というように，「職業遍路」や「乞食遍路」（2）と
呼ばれる巡礼者の存在と結合し，またそれに支えられていた。この巡礼者はか









している（笹原 1976 : 17）。また 1978年の四国遍路の記録にも，「今は社会
福祉がととのっているので」この巡礼者たちが見られなくなったという，旅館




































































































































１６６ 戦後から 1980年代までにみる四国 88か所巡礼の動態
る。
1964年から 1982年まで，日本全国の諸事象を 739本のフィルムに記録し


















年 タ イ ト ル 掲載雑誌名
1963 お遍路どろん 週刊現代
1971 旅の人間像，遍路以前，山河彷徨の人々 伝統と現代
1975 若い女性が急増中 爽やかな初夏，お遍路さんの旅 四国
88カ所
週間女性
1976 今週の話のタネ 四国霊場巡り 平凡パンチ
1979 旅のレコード「四国巡礼の旅」ユピテルレコード 旅行ホリデー





1983 グラビア 八十八カ所遊行 第一番札所 霊山寺


































































































































































で放送された NHK による番組「四国八十八か所 こころの旅」の影響から再び
巡礼者が増加している。この番組の放映によりそれまで四国遍路へ参入が少なか
った関東地方からの参加者が増加したと聞く。
 1992年よりタクシーによる順拝ツアーを行っている JR では，利用者が 1998年










浅田 孝・森戸 哲ほか（1983）「＜座談会＞“四国”論」，地域開発 223, 39−51頁。
飯島 實（1930）『札所と名所 四国遍路』，寶文館，441頁。















１７２ 戦後から 1980年代までにみる四国 88か所巡礼の動態
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